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「杉並区教育ビジョン２０２２」ではすべての人が当事者となって「みんなのしあわせを創る杉

並の教育」を実践していくことを大切にしたいと考えています。今回の意見交換会では、高井戸第

三小学校の６年生が「みんなのしあわせ」のために学校で自分たちにできることを話し合いました。 

 

①自分のしあわせ 

最初に自分にとってのしあわせとは一体何なのかを児童

たちが考え、グループ内で共有しました。 
「家でごろごろしている時がしあわせ」「友達と遊んで

いる時がしあわせ」「勉強は好きじゃないけど、気が付い

たらすごく集中して勉強している時があって、そんな時に

しあわせを感じる」など、思い思いに自分のしあわせを話

しました。「私は、落語や大道芸を観るのが好き」という

発言から今まで知らなかった児童の一面を知って盛り上が

るグループや、「やりたいことや楽しいことは日によって

違う。日によってしあわせは変わるのかも」という気付き

を共有するグループなど、自分のしあわせを発表し合うこ

とをきっかけに、各グループにさまざまな話し合いが展開

されていきました。 

 
②みんなのしあわせ 
続いて、「みんなのしあわせ」とは一体何なのかをグル

ープで話し合っていきました。 
難しい問いに悩みながらも、「『みんなのしあわせ』っ

て、みんなでしあわせになることだと思う」や「みんなが

生きている意味を見出し、生きがいを感じられることが

『みんなのしあわせ』ではないか」など、グループごとにさまざまな意見が出ました。「みんなが

自分の好きなことをできることが『みんなのしあわせ』」と考え始めたグループでは、「自由と自

分勝手の違いは何か」という議論に発展させ、「みんながルールを守りながらある程度自由でいら

れることが『みんなのしあわせ』である」という考えに辿り着きました。 

 

 どうしたら自分も周りの人も一緒にしあわせ

になれるのか。白熱した議論が展開しました。

 
グループ活動の様子。自分の好きなことや、 
大切にしていることについて自由に話しました。



 
③みんなのしあわせを創るために私たちにできること 

「みんなのしあわせ」についての議論が深まってい

き、「みんなのしあわせ」を創るために、学校生活の

中で私たちには何ができるのかということに話し合い

のテーマが移っていきました。 
「しあわせとは不幸せで無いこと」と考えたグルー

プは、普通の状況もしあわせであると、自分たちの日

常がいかにしあわせであるかを共有していました。そ

して、不幸せを減らしていくことでもしあわせは創れ

るのではないかと考え、まわりの人がどうしたら嫌な

思いをしないで済むのかということを話し合いました。 
「今の学校生活のままで、みんな十分しあわせであ

る。」と考えるグループに、「では、もう何もする必

要が無いのかな」と問いかけると、「今の学校生活に

しあわせを感じられるのは、それぞれが頑張って過ご

しているから」と、一人ひとりが自分の学校生活を充

実させようと努めることの大切さを共有しました。 
「『みんなのしあわせ』はみんなで創るもの」と考

えたグループからは「みんなが今日のように『みんな

のしあわせ』について考えることが、『みんなのしあ

わせ』を創ることにつながる」という意見が出ました。 

 

意見交換会を振り返って 

 「みんなのしあわせ」を考える際に、「みんなとはいったい誰のことだろうか」と考えていたグ

ループがありました。このグループは、「みんなとはほぼ全員のことではなく、誰一人取り残さな

い全員のこと」とし、「『みんなのしあわせ』のため、クラスの中で人が嫌がることをするような

人がいたら、注意しなくてはいけない。」と一度は考えながらも「そうしたら、注意された人が傷

つくから、『みんなのしあわせ』は実現しなくなってしまうのではないか」という問いが投げかけ

られました。そして「人を傷つけずに導くにはどうすればよいのか」という課題に、グループのみ

んなで答えを見つけるべく話し合っていきました。「ほぼ全員ではなく全員」のしあわせという、

高い理想を掲げることによって、とても難しい課題に直面することになりました。しかし、児童た

ちは決して妥協しようとはしませんでした。悩んで分からなくても「みんなのしあわせ」を諦めな

い。そんな話し合いの光景に、児童の本気が伝わってきて、今回の意見交換会が有意義な機会にな

ったのだということを感じることができました。 

第 20 回「杉並区教育ビジョン２０２２」意見交換会 報告書 

・開催日 令和 4年 12 月 15 日 

・参加者 高井戸第三小学校 6年生 

 

令和 5年 3月 編集・発行 杉並区教育委員会 庶務課 

〒166-8570 杉並区阿佐谷南一丁目 15 番 1 号 電話 03-3312-2111 

 
タブレットに入力した話し合いの内容を電子黒板

に映し、さらにオンライン会議のソフトを使用し

て、別のクラスにも自分たちの意見を伝えました。


